
  

令和２年度は学校の休業というスタートとなりました。本を読みたいけれど借りられない、こんな

時だからこそ、親子や家族で同じ本を読んだり、読んだ本についての感想を話し合ったりしてみませ

んか。 

   今だからできること 

生活が一変し、自宅で過ごす

時間が増えた今、お子さんに本

を…と考える方も多いと思いま

す。しかし、肝心な本が手に入

りにくい状況では家庭でどんな読書支援ができ

るでしょうか。同僚と意見を交わすうちにたど

り着いた答えの 1 つが「子どもと本の話をす

る。」でした。昔話を語ってあげるのもよいで

すし、ご自身が子どもの頃に好きだった本の話

をするのも喜ばれるでしょう。今時、昔話なん

て…とか、何年も前に出た本を今の子どもが楽

しむかしら…と思うかもしれませんが、心配は

要りません。確かに子どもたちは流行の本を手

に取ることも多いです。一方で、昔話や『くま

の子ウーフ』、『小公子』、『宝島』など長く読み

継がれている作品を紹介すると、必ず貸出され

ることも見逃せません。これらの本が苦手なの

ではなく、知らないから借りなかったのかと納

得させられます。 

ところで、学校図書館にいると「お父さんに恐

竜の図鑑を頼まれたので、借ります。」とか「こ

の本、前にお母さんに薦められて読みました。」

など、ご家庭での会話を耳にします。言うまでも

なく、子どもたちはおうちの方が大好き、強く信

頼しています。どうぞ、お子さんが元の生活を取

り戻せたときに本選びの道標となる言葉をたく

さんかけてあげてください。 

もちろん、どんな本がよいか思い浮かばない 

 

こともあると思います。その場合は、「司書のお

薦めを借りてきて。一緒に読もう。」と伝えてい

ただけたら、嬉しいです。 

（浅川小学校・東浅川小学校・浅川中学校 

陵南中学校担当 学校司書） 
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学校図書館の活用推進へ向けて 

『調べる学習コンクール』 

を開催します 

募集内容：身近な疑問や不思議に思うことを図

書館や学校図書館の資料を活用して

調べ、まとめた作品。 

募集対象：市内に在住または在学の小・中学生 

       ①小学校低学年の部 

       ②小学校高学年の部 

       ③中学校の部 

募集期間：令和２年９月１日～３０日 

※詳細は学校図書館サポートセンターのホーム

ページで。上位入賞作品は図書館振興財団主催

の全国コンクールへ推薦します。 

令和2 年度 

第１号 

学校でも、図書館でも、本が借りられない！そんな時は本の話を！ 



八王子市キャラクター うじてるくん 

絵本とともに―私の育児日記 

 

ある朝、「あなたが昔、子供たちによく読んで

あげていた『こねこのぴっち』をテレビで紹介し

ていたわよ。」と母からメールがきました。我が

家には 3 人の娘がおり、彼女等が小さい頃繰り

返し読んだ本の中にこの作品はありました。 

 ぴっちは、りぜっとおばあさんのうちの 1 番

小さくておとなしいこねこです。でも本当はこ

ねこらしくなんかしていたくありません。そこ

である日、1 人で外に出て行き、裏庭にいる別の

動物になりきるという挑戦を始めます。 

 そこが気に入ったのでしょう、今では 20 歳に

なった末娘が 3 歳の頃、よくぴっちごっこをし

ていました。朝起きると既にぴっちになりきっ

た末娘は「何か」になりきって寝室から出てきま

す。そしていつも姉たちに比べっこを挑みます。

姉たちも慣れたもので、本に出てこない「何か」

のときにもちゃんと受けて立ちます。（末娘のお

気に入りはカエルになって跳び比べをすること

でした。カエルはお話には登場しないのですが

…。）そして最後は必ず絵本の中のぴっちと同じ

ようにクッションをしいた椅子に座らせてもら

い、甘やかされるのです。この甘やかしてもらえ

る所があるのも大事なポイントだったようで、

今でも幸せな記憶として彼女の心に残っている

そうです。 

 絵本というのは絵と物語を楽しむだけでなく、

そこから広がる世界をみんなで共有しやすいと

いう利点があると思います。ご家族で一緒に絵

本に触れてみませんか。 

（第八小学校・大和田小学校・高倉小学校 

第一中学校担当 学校司書） 

 

 

学校図書館でも人気 
『こねこのぴっち』 
ハンス・フィッシャー 文・絵  
石井 桃子 訳   
岩波書店 1987年 

 

学校司書がすすめる 

親子で楽しめる本 
 

東京子ども図書館の「愛蔵版おはなしのろう

そく」は、お話を語るテキストだったものを、子

どもたちに届けるために読みやすく作り直され

た本です。 

 手のひらに収まるかわいい本を開くと、昔話

やわらべうた、創作童話など、楽しいお話が次々

と登場します。例えば「ホットケーキ」。ミルク

のたっぷり入ったおいしいホットケーキが、ふ

っくらと焼き上がりました。子どもたちが食べ

ようとすると、ホットケーキはフライパンから

飛び出して、コロコロ転がり逃げて行きます。男

の人やメンドリにオンドリ、誰もホットケーキ

を止められません。ゲラゲラ笑って楽しんだ後

は、ホットケーキが食べたくなるかもしれませ

んよ。親子、兄弟姉妹で読み合うなど、何度でも

楽しめる 1 冊です。  

（南大沢小学校・下柚木小学校・南大沢中学校 

鑓水中学校担当 学校司書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度の第１回学校図書館ボ

ランティア研修会は中止になりまし

た。今後、開催日程が決まりましたら

お知らせをいたします。 

 

 

 

 

 

発行：令和 2 年（2020 年）7 月 1 日 

問い合わせ先：八王子市学校図書館サポートセンター 

 〒193-0832 八王子市散田町 2-37-1 

電話 042-664-1135 

『ホットケーキ 

（愛蔵版おはなしのろうそく9）』 

東京子ども図書館編  

大社玲子さし絵 

2009年 


